










１．2014 年 2 月中央教育審議会諮問「道徳に係る教育課程の改善等について」
　今般議論されている道徳の教科化に関して直接的な契機となったのは、2014（平成
26）年 2 月に、下村博文文部科学大臣による中央教育審議会への「道徳に係る教育課程


























おける平成 25 年 2 月の第一次提言も踏まえ，道徳教育の充実に関する懇談会を設置し，
道徳の特性を踏まえた新たな枠組みによる教科化の在り方など道徳教育の改善・充実方



































年 12 月 26 日　道徳教育の充実に関する懇談会）（以下、報告書）（注２）である。
　この「道徳教育の充実に関する懇談会」は、2013（平成 25）年 3 月 26 日に、文科省
に設置された調査研究協力者会議の一つである。設置趣旨は「教育再生実行会議の第一





徳の教科化の具体的な在り方についての検討を行う ｣ というものである。｢ いじめ ｣ 問



































































































　そこで 2008 年 3 月に新学習指導要領が告示された。実施は、小学校が 2011（平成













のである。したがって、「言語活動」は ｢ リテラシー ｣ を意味している。新学習指導要
領では、この ｢ リテラシー ｣ への改革が志向されている。「小学校での外国語活動」も
大きな括りではここに入る。
　大まかにいえば、リテラシー改革以外は、すべて「道徳」に関連する改訂である。























前の「修身」との関連が議論されてきた。筆者の私見では明治期の ｢ 修身 ｣ は、近代的
国民形成に一定の役割を果たしてきたと考える。
　この「修身」は、戦後直後の 1945 年 12 月に「修身、日本歴史、及ビ地理停止ニ関ス
ル件」（第四指令）がＧＨＱから出され，教授が停止された。（注 5）これを埋めるように，

























1958 年 3 月　教育課程審議会「道徳」特設を答申。文部省「小学校，中学校におけ
る『道徳』の実施要領について」発表。　
同年 8 月　 　学校教育法施行規則一部改正。小学校・中学校「学習指導要領道徳編」
告示。
1963 年 7 月　教育課程審議会「学校における道徳教育の充実方策について」答申。
道徳教育・道徳の時間の現状と問題点および充実の方策を示す。
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1964 年 3 月　文部省，小学校・中学校教師用「道徳の指導資料」を発行。現在まで
継続される。
1965 年 1 月　文部省「道徳の読み物資料について」通達。副読本が使用される。
1987年1 2 月　教育課程審議会「教育課程の基準の改善について」答申。












































































































































叫ばれる。1997（平成 9）年 6 月の神戸での連続児童殺傷事件で、中学生が犯人として逮捕
された事件を契機に、文部省（当時）は中教審に「幼児期からの心の教育の在り方について
（心の教育）」について諮問（1997 年 8 月）し、1 年程度の審議で「新しい時代を拓く心を育





















































注 6　教職研修　1994 年 7 月増刊号　論争点シリーズ３　教育課程の論争点　菱村幸彦監修
　星村平和編集　231-251.p






（2014 年 8 月 1 日　受理）
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